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　大野市は、平成９年３月に大野市景観づくり基本計画を策定、同計画に基づき平成11年３月に大野市都
市景観条例を制定し、本市独自の良好な景観形成を進めてきましたが、大野市都市景観条例を含め、多く
の都市で制定されている景観条例は、法的な強制力が乏しいものでした。
　このような状況のもと、国は平成16年６月に景観法を制定しました。これにより、景観形成の意義やそ
の整備、保全の必要性が明確に位置付けられました。また、積極的に景観行政を進めようとする市町村が
景観行政団体となった上で景観計画を策定することにより、適正な制限の下、地域の個性を伸ばすよう多
様で良好な景観形成を図ることになりました。
　本市は積極的に良好な景観形成を進めるため、平成18年１月に景観行政団体になりました。この大野市
景観計画は、大野市景観づくり基本計画の考え方を継承し、これまでの本市独自の景観形成に対する取り
組みをより発展させるために定めるものです。
　大野のまちがすべての人にとってかけがえのない共有財産であることを認識し、この美しい自然と先人
から受け継いだ遺産を守り育てるとともに、新たな魅力ある景観をつくりあげることによって、さらに優
れた大野らしい固有の景観を後世に引き継いでいきます。
　また、良好な景観形成は、観光や地域の活性化に大きな役割を担うことから、市民、事業者及び行政の
協働により進め、誇りを持って住める魅力ある個性豊かな美しいまちにしていくこととします。

序章　はじめに



（1）地勢

　大野市は福井県の東部にあり、北は石川県と勝山市、東と南は岐阜県、西は福井市と今立郡池田町と接
しています。
　市域の面積は872.30平方キロメートルで、このうち森林が８割以上を占めています。市域は大野盆地と
それを囲む山々などから構成されています。大野盆地は直径約10キロメートルの円形状で、白山の支脈に
囲まれ、大野富士とも呼ばれる荒島岳をはじめ、赤兎山、願教寺山、能郷白山、経ヶ岳などがそびえてい
ます。
　岐阜県境を源とする九頭竜川、その支流の真名川、清滝川、赤根川は、大野盆地を南から北へ貫流して
います。これらの河川は、上流で九頭竜峡や真名峡などの渓谷美をつくり、下流では大野盆地を潤してい
ます。

（2）歴史

　本市で最も古い時代の遺跡は花房遺跡、後野遺跡であり、縄文時代早期、今から７千年程度前のものと
いわれています。右近次郎遺跡は、縄文時代中期、４千年程度前のものといわれています。
　奈良時代の末から平安時代の初めにかけては、平安京跡などから出土する木簡に、大山郷（小山）大沼
郷（大野）上郷（上庄）下郷（下庄）の地名が見えています。
　平安時代の中頃から、牛ヶ原や中挾などに中央の寺社の荘園が置かれていました。しかし、平安時代の
終りころ武士の興起によって荘園は次第に圧迫され、室町時代には滅び去り、代わって斯波氏、朝倉氏な
ど武士の棟梁が支配するところとなりました。鎌倉時代には、曹洞宗永平寺の開祖道元禅師の死後、永平
寺を去った寂円によって曹洞宗宝慶寺が開かれています。
　天正元年（1573）朝倉氏の滅亡後、一時は一向一揆によって一向宗徒の支配下となりましたが、まもな
く、一揆は織田信長に平定され、織田の部将金森長近が大野郡の大部分を統治しました。長近はまず亀山
に城郭（越前大野城）を構築するとともに、その東側に城下町を建設しました。これが現市街地の起源と
なり、以後四百余年間大野は奥越の中心地として栄えてきました。
　長近のあと、織田・土屋・小栗・松平氏を経て天和２年（1682）土井利房が大野に封ぜられましたが、
大野は土井の領分のほかにも勝山・郡上・鯖江・福井の藩領、天領など複雑に分割され、明治維新まで約
150年間続きました。
　明治４年（1871）廃藩置県、同22年（1889）町村制が実施され、大野・下庄・乾側・小山・上庄・富田
・阪谷・五箇・西谷・上穴馬・下穴馬の１町10村が置かれました。明治29年４月に下穴馬村から石徹白村
が分村、下庄村は昭和26年11月町制を施行、昭和29年７月１日、２町６村が合併して大野市が誕生しまし
た。昭和31年９月に上穴馬村と下穴馬村が合併し和泉村が誕生、昭和33年10月に石徹白村の一部を編入し
ました。その後、大野市は昭和45年７月１日に西谷村、平成17年11月７日に和泉村を編入合併し、現在に
至っています。
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（3）城下町を起源とした都市の発展

①　長近入国と大野城建設
　天正３年（1575）越前の一向一揆を鎮圧した織田信長は、金森長近に大野郡の３分の２を与えました。
長近に与えられた領地の石高は３万５千石内外と推定されています。長近は、いったんは戌山城に入りま
したが、ほどなく亀山に大野城の構築をはじめました。
　長近の大野城は、外堀・内堀を巡らし、石垣を組み、天守閣を構えるという、戌山城などの中世の山城
には見られない新しい方式のものでした。これは従来のような軍事上の目的ばかりでなく、政治、経済、
文化の中心として、また城主の威厳を誇示するシンボルとして城が構築されたからです。

②　長近の城下町の特徴
　長近は、大野城と並行して城下町の建設も進めました。長近は、城郭を囲む区画を作り武家屋敷を配置
しました。町屋敷は南北に六筋、東西にも六筋、京都に似た碁盤の目状の区画です。
　長近の城下町は、本願清水をはじめ各所に湧き出る水を巧みに利用したものでした。内堀・外堀をはじ
め御厩池、御殿の庭の池には湧水がたたえられました。各街路には、上水路・下水路が整備されました。
上水路は一番町から五番町の各街路中央に南から北へ、道幅の狭い寺町だけは片側に流されました。この
水は本願清水の湧水を引いたものです。下水路は一番町と二番町、二番町と三番町の間というように町屋
敷の街区の中央に設けられ、背割り水路と呼ばれています。
　大野城下の東縁に寺町が配されました。寺町は、武家屋敷・町屋敷とともに城下町を構成する重要な要
素の一つでした。長近は大野城下を、西は武家屋敷、東は寺院で囲もうとしたのです。寺院は南北六筋の
見付けにも配置されました。

碁盤目状の街割

背割り水路

通りの中央に水路がある
五番通り（昭和初期）
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③　土井氏入部と城下町の充実
　天和２年（1682）、土井利房が大野４万石の藩主として入部しました。長近が城下を建設してから100年
余り経った頃です。本町と呼ばれるようになった一番町、七間町から五番町、そして横町は美濃街道に当
たり、五穀を扱う大商人の町になりました。米屋・酒屋・味噌屋・餅屋・菓子屋のほか、呉服屋も店を出
しました。大野城主に命じられた利房は、入国準備のため種々の調査を行っています。その中に「大野町
家数641軒、人数2720人、寺社34」という記録があり、城下の繁栄の様子がうかがえます。

④　城下の大火
　大野盆地では３月から４月にかけてフェーン現象が起こり、乾燥した高温の東南の風が吹くことから、
城下の大火はこの頃に集中しています。藩ではかやぶき屋根を板茸に替えさせ、一番上町西側には町家を
立ち退かせて火防堤を作りました。現在でもその跡が残っています。
　安永４年（1775）４月の火事は特に大きく、強い東南の風にあおられて城下を焼き尽くし、武家屋敷か
ら大野城に延焼、三の丸を焼き、続いて本丸をも全焼させてしまいました。長近の築城以来200年の出来
事でした。
　明治になっても21年と32年に大火があり、その後、石灯篭通りと六間通りを防火帯とし、それぞれの幅
員が２間から８間に、４間から14間に拡幅されました。

⑤　昭和25年頃の市街地
　昭和25年当時は市制施行前で、自動車が普及する前のことです。この頃の市街地は、金森長近が築いた
城下町と比べると、街道沿いの南部の地域がやや発展した程度でした。城下町時代との大きな違いは、城
下町の北端に京福電鉄大野勝山線の大野三番駅（大正３年に福井大野口間が開通）が、東端に越美北線越
前大野駅（昭和35年）が作られたこと、亀山東側に役場などの公共施設が作られたことです。この頃の市
街地は城下町を中心とした非常にコンパクトなものでした。

⑥　昭和45年頃の市街地
　自動車社会の勃興期で、西谷村の編入、高度経済成長の影響を受け、市街地は南部と東部に拡大しまし
た。特に、駅東部の開発に伴い亀山下の公共施設群の郊外移転が相次ぐとともに、現在の文化会館である
市民会館などが新築されました。これにより、徒歩でどこでも行くことができたコンパクトな市街地とし
ての特性が失われ始めました。
⑦　現在の市街地

　現在の大野市街地は、昭和45年頃よりさらに拡大しました。大きな変化は、広域的な交通網が整備され
たことです。これまでは主に三番通りが幹線とされていましたが、バイパスの整備などにより市街地の周
囲に交通が移り、沿道には郊外型の店舗が建設されました。

4



（4）全国に誇ることができる景観資源

①　水
　本市は地下水に恵まれ、昭和60年に御清水が環境庁の「名水百選」に、平成８年には、本市の湧水群が
国土庁の「水の郷百選」に選ばれました。

②　星空
　本市は星空も美しく、昭和62年に六呂師高原が環境庁の「スターウォッチング星空の街コンテスト」で
全国８位になりました。さらに、環境省の「全国星空継続観察」では平成16年から２年連続で全国１位に
なり、本市の星空は日本で最もきれいな星空といえます。

③　山や緑
　荒島岳は深田久弥氏著の「日本の百名山」に掲載され、全国各地から登山客が訪れるなど親しまれてい
ます。
　九頭竜国民休養の森は昭和61年に林野庁などにより「森林浴の森100選」に、平成７年には林野庁の「水
源の森百選」に選定されました。人との理想的な関係がつくられている代表的な森林と認められました。
また、桃木峠の大杉は平成12年に林野庁の「森の巨人たち百選」に選ばれました。

④　城下町
　大野城下町地区は平成９年に建設省により「都市景観100選」に選定されました。また、“越前大野の城
下町−朝市と用水”は平成17年に「人と自然が織りなす日本の風景百選」に選ばれました。“自然の叡智”
が息づく風景を体感・考察することを目的に、愛・地球博パートナーシップ事業の民間企業環境部門の第
１号として、名鉄グループ「人と自然が織りなす日本の風景百選実行委員会」が選考したものです。

御清水

荒島岳

七間朝市
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（法第８条第２項第１号関係）

　景観計画区域は、大野市全域とします。
　本市は大野盆地とそれを取り囲む山々から成り立っています。大野盆地内の景観、山麓や渓谷などの景
観もまた本市にとって重要な位置付けであることからです。

第１章　景観計画区域

大野盆地

九頭竜湖 刈込池
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（法第８条第２項第２号関係）

（1）景観形成の基本理念

　本市の景観について考える場合、「大野らしさ」をしっかりと見極め、それに磨きをかけることが重要
です。
　大野らしさを決定付けている大きな要因は、次の３つであると考えられます。
　・地形とそれに気候や植生などを含めた自然
　・時代時代の営みの蓄積である歴史的遺産
　・現在繰り広げられている人々の営み
　地形や植生などの自然は、長い年月をかけ変化してきました。人々は、自然の恩恵を受け、時代時代の
営みをしてきました。それが蓄積し、継承され、歴史的遺産として現在に至っています。私たち大野市民
は、子孫のためにも、このすばらしい景観を守りはぐくむ必要があります。
　本市は「時の流れを味わうまち」をテーマとした良好な景観形成を推進します。自然を大切にしながら
歴史的遺産を保全し、あるいは使いながら新しいものを取り入れ、未来の歴史的遺産となり得る景観を守
り育てることを目指します。また、大野のまちが市民にとって、かけがえのない共有財産であることを認
識し、力を合わせ、誇りを持って住める魅力あるまち、個性豊かで美しいまちにすることを目指します。

第２章　良好な景観の形成に関する方針
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（2）景観形成の方針

　景観形成の理念に沿って、５つの方針を定めます。

①　美しい自然をはぐくむ
　　・美しい山々の眺望を確保し、自然美をはぐくむ。
　　・美しい山々、河川などの自然を保全し、地形を変形させるような開発は避ける。
　　・大野の気候や風土になじんだ樹木を増やすとともに、花の咲く木や草花を増やし、四季鮮やかなま
　　　ちをつくる。
　　・潤いのある水辺空間をつくる。

②　伝統を受け継ぎ、新しい文化を育てる
　　・歴史的遺産を保全するとともに、後世に継承する。
　　・大野独自の生活や文化に合わせて築きあげられてきた伝統的な町家や民家などを保全し、歴史の積
　　　み重ねが感じられる街並みづくりを進める。
　　・越前大野城への眺望を確保し、後世に継承する。
　　・城下町の町割りや道路網を保全するとともに、広域的な道路、観光施設を結ぶ道路など都市の骨格
　　　となる道路を魅力的にし、市全域の道路網を分かりやすく結ぶ。
　　・まちを構成する道路や建物はもとより、橋梁や街路灯、ベンチ、ガードレールなどの施設や設備に
　　　ついても、周辺環境に調和したものとするなど、きめの細かい配慮を行う。

③　大きくはばたくまちにする
　　・水のまち、星空のまち、新緑や紅葉のまち、そして小京都と呼ばれるまちとしての資質に磨きをか
　　　け、住むことに誇りのもてる個性あるまちにする。
　　・市民と行政がアイデアを出し合い、全国に誇ることのできる施設づくり、将来において歴史的遺産
　　　となるような施設づくりを進める。また、施設の魅力を一層高めるため、施設周辺の景観づくりに
　　　努める。

④　あたたかい心のかようまちにする
　　・ハンディキャップを持つ人をはじめ、老若男女誰もが心地良く利用できるよう細心の注意を払うな
　　　ど、人にやさしいまちづくりを進める。
　　・市民にとって住みやすいまちにすると同時に、来訪者が魅力を感じる景観をつくり、あたたかい交
　　　流が生まれるまちをつくる。

⑤　まちづくりに市民の参画を促す
　　・市民の参画を促し、市民と行政の協働による景観づくりを進める。
　　・住宅やその周囲、空き地、道路や河川など日常生活空間を自らが自主的に美しくするよう市民意識
　　　の高揚を図り、維持管理の行き届いたまちづくりを進める。
　　・市民が主体となった景観づくりを支援するとともに、市民の総意で景観づくりを進める。
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（3）地域別の景観形成方針

　市域を地形などの要素により以下のように区分し、景観形成の基本的な方針を定めます。

　　　　　　　　　　　　　大自然景観地域
　　　　　　　　　　　　　　（盆地の稜線より外側）

　　　　大野市全域
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山麓景観ゾーン
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（盆地を取り囲む山々の山麓）

　　　　　　　　　　　　　大野盆地景観地域　　　　田園景観ゾーン
　　　　　　　　　　　　　　（盆地の稜線より内側）　　　（盆地内部に広がる田園）　　　城下町地区　※１

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　市街地景観ゾーン
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（用途地域の内部）　　　　　 新市街地地区　※２

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※１　城下町地区：碁盤目状の町割りがなされているところで、東は寺町通り、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　西は亀山、南は大鋸町通りなど、北は正膳町通りなどで囲まれた地区。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※２　新市街地地区：用途地域内で城下町地区以外の地区。

市街地景観ゾーン

田園景観ゾーン

大自然景観地域大自然景観地域

大野盆地
　景観地域
大野盆地
　景観地域

広域幹線道路
国道157号

広域幹線道路
国道158号

広域幹線道路
国道157号

広域幹線道路
国道158号

山麓景観ゾーン

図　地域別の景観形成方針
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①　大自然景観地域における景観形成方針
　　・山々や渓谷の地形などを保全する。
　　・貴重な植物や生物が生息するところであり、それらの生息環境としての自然を保全する。
　　・開発は極力避け、やむを得ず開発するときは周辺の環境と調和させる。
　　・本市と他市を広域的に結んでいる国道157号や国道158号を「広域幹線道路」として、その沿道で自
　　　然環境との調和に配慮した景観形成を進める。
　　・岐阜県方面からの玄関口となる和泉地区では、国道158号を中心に九頭竜湖畔、九頭竜川、道の駅
　　　などを生かし、来訪者をあたたかく歓迎するよう景観形成を進める。
　　・西谷地区では、国道157号を中心に麻那姫湖畔、真名川などを生かし、自然を身近に見て楽しむこ
　　　とができるよう景観形成を進める。

平家平のブナ林

真名峡 西勝原の美林街道
（国道158号）
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②　大野盆地景観地域における景観形成方針
　大野盆地景観地域は、山麓景観ゾーン、田園景観ゾーン、市街地景観ゾーンの三つに区分されますが、
それぞれのゾーンに共通する特徴的な景観が二つあります。
　一つ目は、星空の美しさ、ライトアップされた越前大野城の美しさなど夜景の美しさで、二つ目は、美
しい眺望です。盆地内のいたるところから、越前大野城、荒島岳や飯降山などを眺められます。また、越
前大野城から盆地を見下ろした景観、阪谷地区をはじめ周囲の山々やその山麓から盆地を見下ろした景観
もとてもきれいです。
　このため三つのゾーンに共通した方針を以下のように定めます。
　・大野盆地景観地域では、星空を楽しめるように、また、越前大野城のライトアップを楽しめるように
　　屋外における照明の方法や方向など並びに建築物の高さなどに配慮する。
　・大野盆地景観地域では、越前大野城、荒島岳や飯降山など周囲の山々の眺望、また、それらから見下
　　ろした風景を楽しめるような景観形成を進める。

越前大野城荒島岳

飯降山
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　ア　山麓景観ゾーン

　　・山々や渓谷の地形などを保全する。
　　・里山や高原、歴史的遺産など地域住民が大切にしているものを保全する。
　　・ひな壇上になっている農地の法面を植栽するなど、地域の個性を生かす。
　　・土砂などの採取や開発は極力避け、やむを得ず行うときは、その行為後に植栽する。
　　・阪谷地区の山麓部で六呂師高原へ向かう道路沿いや上庄地区の山麓部で宝慶寺へ向かう道路沿いで
　　　は、沿道の景観資源を生かし個性豊かな景観形成を進める。

六呂師高原

宝慶寺

宝慶寺への美林街道（県道）

12



　イ　田園景観ゾーン

　　・農地など田園を保全し、休耕田を生かした景観形成を進める。
　　・神社や寺院の大きな屋根と家々の小さな勾配屋根、それらを包む豊かな緑により織り成される美し
　　　い集落の眺めを大切にする。
　　・歴史的遺産など地域住民が大切にしているものを保全する。
　　・屋敷林や地域の象徴とされている樹木を保全する。
　　・開発は極力避け、やむを得ず開発する場合は植栽に努めるとともに、建築物の高さを抑えることな
　　　どにより周辺の環境との調和を図る。
　　・荒島岳や越前大野城など地域の象徴とされるものへの眺望を大切にする。
　　・資材置き場などでは集積されている物品を周囲から見えにくくするため、植栽や囲いなどによって
　　　修景に努める。
　　・眺望が優れている地点に駐車場や休憩所を設け、眺望を生かした景観形成を進める。
　　・九頭竜川や真名川、清滝川、赤根川などの河川では、河川敷などで水と身近に親しめるよう景観形
　　　成を進める。
　　・市外から大野盆地に入った地点では、来訪者を意識しその優れた眺望を生かした景観形成を進める。
　　・本市と他市を広域的に結んでいる国道157号や国道158号の沿道、市街地から六呂師高原や宝慶寺へ
　　　向かう道路沿いでは、沿道の景観資源を生かし個性豊かな景観形成を進める。

乾側の田園風景

農村集落風景（上丁） 阪谷地区の巨岩
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　ウ　市街地景観ゾーン

　　・市街地景観ゾーンを環状に取り巻く道路である国道158号や東縦貫線などを「外環状道路」と位置
　　　付け、街路樹の種類や育て方などに一貫性を持たせ、統一感を出すことにより、市街地の大きさを
　　　認識しやすくなるよう景観形成を進める。
　　・市街地景観ゾーンの西にある赤根川や東の清滝川、中央を流れる木瓜川では、身近に水や自然と触
　　　れ合い、憩うことができるよう水辺やその周辺の景観形成を進める。
　　・市街地景観ゾーンを南北に貫く三番通りや東西に貫く六間通りは、市街地景観ゾーンの骨格的な道
　　　路として景観形成を進めるとともに、街路灯や小公園を設置することなどによりにぎやかさやゆと
　　　りがある景観形成を進める。
　　　特に六間通りの越前大野駅前から城下町西端までを「シンボルロード」として、本市を代表する通
　　　りとして景観形成を進める。
　　　越前大野駅前広場は水を象徴とする要素を取り込んだ景観形成を進める。
　　・多くの住民に日常生活を営む上で親しまれている通りでは、沿道の緑化を進め、住民による自主的
　　　な景観形成を促す。

広域幹線道路
国道157号

広域幹線道路
国道157号

広域幹線道路
国道158号

広域幹線道路
国道158号

外環状道路

外環状道路

●大野東高校大野青年の家●

北大野駅●

越前
大野城●

大野市役所●

大野
高校●

明治
公園●

■越前大野駅
シンボルロード

清
滝
川

赤
根
川 三

番
通
り

寺
町城下町

地区

新市街地
地区

図　市街地景観ゾーンの景観形成方針
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　（ア）城下町地区

　　　・城下町地区を本市の核として、にぎやかさやゆとりを出すとともに、歴史性豊かな景観形成を進
　　　　める。
　　　・城下町地区内の「みち」を歩いて楽しめるよう歩行空間に配慮した景観形成を進める。
　　　・町家や武家屋敷を保全するとともに、歴史的な街並みに調和するような建物づくりを誘導する。
　　　・越前大野城への眺望を大切にする。
　　　・空き地や空き家の適切な維持管理を促す。
　　　・寺町や亀山などの緑を生かし、城下町を取り囲む緑の輪をつくる。

　（イ）新市街地地区

　　　・新市街地地区では、町内会などを単位として地域性豊かな景観形成を促す。

城見通りと越前大野城

七間通り 寺町通り
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（法第８条第２項第３号関係）

　良好な景観形成のための、景観法に基づく景観計画区域において行為の制限を行うほか、市独自に景観
形成地区を指定することにより良好な景観形成を推進します。

（1）良好な景観の形成に関する基本的事項

　景観計画区域内において、次に定めるものの建築など（以下、「大規模行為」という。）を行う場合、行
為の種類、場所、設計又は施行方法、着手予定日その他の事項を届け出なければならないこととします。

第３章　良好な景観の形成のための行為の制限に関する事項

建築物
・建築物の新築、増築、改築、移転、大規模の修繕で、当該行為に係る部分の

高さが13ｍ又は延面積が3000㎡を超えるもの
・外観の変更で、変更に係る部分の面積が400㎡を超えるもの

工作物

・工作物の新築、増築、改築、移転、大規模の修繕又は外観の変更で次に定め
るもの

　①煙突、柱類（電柱を除く）、高架水槽、物見塔、装飾塔、記念塔、大規模
な遊戯施設で、当該行為に係る部分の高さが13ｍを超えるもの

　②擁壁、柵、塀等で、高さが３ｍかつ長さが30ｍを超えるもの
　③コンクリートプラント、車庫、貯蔵施設、ごみ焼却場等で、高さが13ｍ又

は建築面積が1000㎡を超えるもの
　④電気供給、電気通信等の用途に供するもので、高さが20ｍを超えるもの

その他

・土地の開墾、土石の採取、鉱物の掘採その他の土地の形質の変更で、面積が
3,000㎡又は変更により生ずる法面若しくは擁壁の高さが３ｍかつ長さが30
ｍを超えるもの

・屋外における土石、廃棄物、再生資源その他の物件の堆積で、高さが３ｍ又
はその用途に供される土地の面積が3,000㎡を超えるもの

・道路（私道を除く。）その他の公共の場所から公衆によって容易に望見され
る森林における木竹の伐採で、皆伐される土地の面積が10,000㎡を超えるも
の
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（2）良好な景観の形成のための行為の制限

　建築物及び工作物の形態又は色彩その他意匠の制限並びに建築物の建築などに係る良好な景観の形成の
ための制限は、次に示す大規模行為景観形成基準のとおりとします。ただし、やむを得ないと認められる
場合を除きます。

建築物の基準 配置 ・街並みや自然など周辺の環境と調和すること
・山並みや越前大野城など地域の象徴とされているものへの眺

望を阻害しないこと

色彩 ・街並みや自然など周辺の環境と調和すること
・けばけばしい色の使用を避け、落ち着いた色彩とすること

意匠 ・形態について、街並みや自然など周辺の環境と調和すること
・屋外階段について、道路などから見えにくい位置にするか見

えにくくすること
・敷地内や建築物に付属する設備機器について、道路などから

見えにくくすること
・屋上設備について、亀山など山々から見下ろした景観に配慮

し、目立たない意匠にすること
・外壁など外部の仕上げについて、ミラーガラスなど反射率の

高い材料を使用する場合、特に街並みや自然など周辺の環境
と調和し、使用する面積を控えめにすること

植栽等 ・敷地内の緑化を施すこと
・敷地の周囲に本市の気候風土に合った植栽を施すこと
・生垣、塀・柵などは景観向上に配慮し、高さや意匠などを工

夫すること



18

工作物の基準 配置 ・街並みや自然など周辺の環境と調和すること
・山並みや越前大野城など地域の象徴とされているものへの眺

望を阻害しないこと

色彩 ・街並みや自然など周辺の環境と調和すること
・けばけばしい色の使用を避け、落ち着いた色彩とすること

意匠 ・形態について、街並みや自然など周辺の環境と調和すること
・工作物に付属する設備機器について、見えにくくすること

植栽等 ・敷地内の緑化を施すこと
・敷地の周囲に本市の気候風土に合った植栽を施すこと
・塔状工作物の場合、その周囲に本市の気候風土に合った植栽

を施すこと
・生垣、塀・柵などは景観向上に配慮し、高さや意匠などを工

夫すること

その他の基準 土地の形質の
変更

・擁壁や法面について、植栽を施し、街並みや自然など周辺の
環境と調和すること

・土砂などの採取後、本市の気候風土に合った植栽を施すこと

物件の堆積 ・敷地の周囲に植栽を施すか塀や柵などを設置すること。
　また、それらの設置に当たっては、意匠や色彩などを工夫す

ること。
・堆積する物件が道路などから見えにくくすること

木竹の伐採 ・皆伐される土地が広範囲にならないこと
・木竹の伐採後、本市の気候風土に合った植栽を施すこと
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（3）都市景観形成地区指定による良好な景観形成

　一定のまとまりある区域の住民自らが優れた景観形成を目指すとともに、重点的に都市景観の形成を図
る必要があると認められる場合、平成11年３月に制定された大野市都市景観条例の規定に基づき、その地
区を「都市景観形成地区」に指定しています。
　今後、指定する地区の名称を「都市景観形成地区」から「景観形成地区（仮称）」に変更するよう条例
改正を行います。そして、重点的に良好な景観の形成を図る必要があると認められる場合、その地区を景
観形成地区（仮称）に指定していきます。景観形成地区（仮称）では、建築物を建築する場合などには届
け出なければならないこととし、基準に基づいた景観形成を進めます。
　また、景観形成地区（仮称）は、地域の実情に応じて、景観法に基づく「景観地区」へ移行することと
します。景観地区では、建築物を建築する場合などには申請の上、市長の許可を受けることが必要となり
ます。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（法第８条第２項第４号関係）

　良好な景観形成のための、景観法に基づく景観計画区域において行為の制限を行うほか、市独自に景観
形成地区を指定することにより良好な景観形成を推進します。

（1）景観重要建造物の指定の方針

　景観重要建造物は、次に該当するもののうち、地域の景観上重要な価値があると認められるものを対象
に、所有者並びに占有者又は管理者がある場合はそれらの者の同意を得て指定します。
　・意匠の優れているもの
　・優れた技術や技能が用いられているもの
　・時代の特徴を示すもの
　・その地域の象徴的な目印又は指標となるもの
　・著名な設計者や施工者が関わったもの

第４章　景観重要建造物及び景観重要樹木の指定の方針
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（2）景観重要樹木の指定の方針

　景観重要樹木は、次に該当するもののうち、道路その他の公共の場所から公衆によって容易に望見され、
地域の景観上重要な価値があると認められるものを対象に、所有者並びに占有者又は管理者がある場合は
それらの者の同意を得て指定します。
　・歴史的又は文化的に価値が高いと認められるもの
　・地域の景観を特徴付けているもの
　・地域住民に親しまれているもの
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（法第８条第２項第５号関係）

（1）屋外広告物の表示及び掲出に関する基本的事項

①　本市全域における屋外広告物の表示・掲出に関する基本的事項
　景観の維持及び向上を図るため、本市全域における屋外広告物の表示及び屋外広告物を掲出する物件の
設置に関する行為の制限を図ります。

②　屋外広告物規制区域における屋外広告物の表示・掲出に関する基本的事項
　重点的に屋外広告物の表示及び屋外広告物を掲出する物件の設置について行為を制限する区域を「屋外
広告物規制区域」として次のとおり定めます。

第５章　屋外広告物の表示及び屋外広告物を掲出する
　　　　物件の設置に関する行為の制限に関する事項

屋外広告物の表示及び屋外広告物を
掲出する物件の設置に関する行為の
制限を図る区域

・大野市全域

広域幹線道路屋外広告物規制区域 ・国道158号のうち、新丁トンネル東側出入口から犬山
交差点までの区間の沿道において定める区域

・犬山交差点から六間通りまでに設置される道路の沿道
において定める区域

外環状道路屋外広告物規制区域 ・東縦貫線（国道157号大野バイパス）の沿道において
定める区域

中部縦貫自動車道屋外広告物規制区
域

・中部縦貫自動車道の沿道において定める区域

屋外広告物規制地点 ・地域の象徴とされるものへの眺望等を確保する必要が
ある場所において眺望を確保するために定める区域

（ ）
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（2）屋外広告物の表示及び屋外広告物を掲出する物件の設置に関する行為の制限

①　本市全域における屋外広告物の表示・掲出に関する行為の制限
　屋外広告物の表示及び屋外広告物を掲出する物件の設置に関する行為の制限について、福井県屋外広告
物条例の規定に沿って定めるもののほか、本市全域において次のとおり定めます。

②　屋外広告物規制区域における屋外広告物の表示・掲出に関する行為の制限
　屋外広告物の表示及び屋外広告物を掲出する物件の設置について行為の制限について、屋外広告物規制
区域ごとに次のとおり定めます。

本市全域における屋外
広告物の基準

・照明の方式が自発光式（光源からの光を直接利用する方式をいう。）
や透過式（半透明になっている個所の背面に光源を設置し、その透
過光を利用する方式をいう。）である屋外広告物について、表示面
積または高さが一定の規模を超えるものについて規制する。

・表示面積または、高さが一定の規模を超えるものについて、掲出方
法等を規制する。

広域幹線道路屋外広告
物規制区域

・表示面積または高さが一定の規模を超えるものについて、その掲出
方法等を規制する。

・自家用広告物（自己の営業等又は管理上の必要性により表示物を、
　自己の事業所に設置するもの）については、別途表示面積、高さ、
　掲出方法等を制限する。

外環状道路屋外広告物
規制区域 

中部縦貫自動車道屋外
広告物規制区域

屋外広告物規制地点
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（法第８条第２項第５号関係）

（1）景観重要公共施設の整備に関する基本的事項

①　景観重要公共施設に位置付ける方針
　景観重要公共施設は、次のいずれかに該当する公共施設とします。
　・整備を行うことにより、本市の景観形成に多大な影響を与えると考えられるもの
　・整備が終了または概ね終了しており、保全や改修などに本市の景観形成上、特別な配慮が必要なもの
　・越前大野城または地域の象徴とされるものへの眺望などを確保する必要がある道路

②　景観重要公共施設として位置付ける公共施設
　次の公共施設を景観重要公共施設に位置付けます。

第６章　景観重要公共施設の整備に関する事項

国道158号 ・本市域のすべての区間

東縦貫線
　（国道157号大野バイパス）

・東縦貫線のすべての区間

六間通り
　（国道476号）

・六間通りのうち、本町通りとの交差点からＪＲ越前大野駅前まで
の区間

七間通り ・七間通りのうち、本町通りとの交差点から寺町通りとの交差点ま
での区間

寺町通り ・寺町通りのうち、横町通りとの交差点から毘沙門通りとの交差点
までの区間

石灯籠通り ・四番通りとの交差点から寺町通りとの交差点までの区間
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（2）景観重要公共施設の整備の方針

　今後、景観重要公共施設の整備（大規模な修繕を含む。）の方針は次のとおりとします。

国道158号
・広域幹線道路として眺望を意識した道路とする。
・道路付属物は、周辺の環境と調和するよう配慮する。
・沿道で眺望が良い地点では、駐車することができ、眺望を楽しめる

ようにする。

東縦貫線
　（国道157号大野バイ
パス）

・街路樹や道路付属物については、荒島岳への眺望に配慮した道路と
する。

六間通り
　（国道476号）

・城下町地区内の道路との調和に配慮し、多くの人が集える道路とす
る。

・城下町地区内の散策の拠点として、道路付属物の工夫などにより、
　にぎやかさやゆとりを出すとともに、安全で安心な道路とする。

七間通り
寺町通り
石灯籠通り

・越前大野城の眺望を確保するとともに、歴史的な風情を演出するた
め、無電柱化を図る。

・沿道の建築物の修景と併せ、城下町地区の歴史的な街並みと調和し
た道路とする。

・歩行者などにやさしい「みち」とする。
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（1）協働による景観形成の推進

　良好な景観形成の推進は、市民と事業者、行政がそれぞれ自らの役割を認識し、積極的に協力し合うこ
とが重要です。
　市民は自らが景観形成の主体であることを認識し、互いに積極的に協力し合い、また、事業者はその事
業の実施に当たり、積極的に景観形成に協力することが大切です。
　市は、良好な景観形成の推進について、国や県、近隣の市町などとの連携により、総合的な施策を適切
に実施することに努めます。施策の実施に当たっては、市民と事業者の意見が反映されるよう努め、総合
的に施策を推進します。

（2）景観協議会の設置

　市は、景観協議会を設置します。

（3）景観整備機構等の設立に向けた支援

　市は、将来的に、景観整備機構など景観形成の担い手となる組織づくりに向けて支援します。

（4）景観形成のための支援

①　都市景観形成市民団体に対する支援
　市は良好な都市景観の形成を目的とする団体を「都市景観形成市民団体」に認定し、その活動に対し支
援します。

②　都市景観形成地区内行為に対する支援
　一定のまとまりある区域の住民自らが優れた景観形成を目指すとともに、重点的に都市景観の形成を図
る必要があると認められる場合、その地区を「都市景観形成地区」として指定し、「指定地区内行為都市
景観形成基準」を定め、その基準に基づいた景観形成を進めます。「指定地区内行為都市景観形成基準」
に基づいて行われる行為に対し支援します。

③　景観重要建造物及び景観重要樹木に係る現状変更行為に対する支援
　景観重要建造物及び景観重要樹木の現状を変更する行為に対し支援します。

第７章　計画の実現に向けて
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資料１　用語等の解説
見出し 内　　　　　　　　　　容 参　　照

景観計画区域
の設定

・景観計画区域とは、景観計画の対象となる区域をいい、届出
　や勧告による緩やかな規制誘導を行うための区域をいう。

第１章　景観計画区域

景観計画区域
内の行為の制
限

・景観計画区域内で、建築物の建築等、工作物の建設等、開発
行為その他の行為をしようとするものは、景観行政団体の長
に届出を行うこととされている。景観行政団体の長は、条例
に定めた場合、その行為に対して、勧告、変更や原状回復の
命令ができる。

第３章　良好な景観形
成のための行為の制限
に関する事項　⑴良好
な景観形成に関する基
本的事項

行為の制限に
関する基本的
考え方

・大野市では、良好な景観の形成のための行為の制限について、
景観計画で大きな方向性を定め、それを大野市都市景観条例
に位置づけ、条例の施行細則において、数値的な基準やより
細かなデザインの基準をつくり提示することとする。

第３章　良好な景観形
成のための行為の制限
に関する事項　⑵良好
な景観形成のための行
為の制限

都市景観形成
地区と景観地
区

・都市景観形成地区は、大野市都市景観条例（平成11年３月制定）
に基づき指定している地区で、平成18年12月現在、七間通り
と五番通りを都市景観形成地区に指定し、都市景観形成基準
により景観づくりを行っている。

・景観地区とは、景観法の規定に基づき、都市計画の地域地区
の一つとして定められ、建築物の高さの最高限度や壁面の位
置の制限などを規制の対象とされ、建築物を建築する場合な
どには申請を行い、市長の許可を受けなければならない。

第３章　良好な景観形
成のための行為の制限
に関する事項　⑶都市
景観地区指定による良
好な景観形成

景観重要建造
物の指定

・景観計画区域内において景観重要建造物を指定することがで
きる。増築、改築等の際は、景観行政団体の長の許可が必要
となる。管理の基準を作り、所有者はしっかりと管理するこ
とが求められる。

・景観重要建造物については、現状の外観を保存するため、条
例を定めることにより、建築基準法の制限の一部を緩和する
ことが可能となる。

第４章　景観重要建造
物及び景観重要樹木の
指定の方針　⑴景観重
要建造物の指定の方針
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見出し 内　　　　　　　　　　容 参　　照

景観重要樹木
の指定

・景観重要樹木の伐採、移植は景観行政団体の長の許可が必要
となる。管理の基準を設けしっかり管理することが求められ
る。

第４章　景観重要建造
物及び景観重要樹木の
指定の方針　⑴景観重
要樹木の指定の方針

屋外広告物に
ついての行為
の制限

・景観計画に屋外広告物の表示等の規制が定められた場合、景
観行政団体の屋外広告物の規制に関する条例は、当該景観計
画に即したものでなければならない。また、都道府県は、屋
外広告物の規制に関する条例の制定その他の事務の全部また
は一部を、条例に定めるところにより、景観形成団体である
市町村に処理させることができる。

第５章　屋外広告物の
表示及び屋外広告物を
掲出する物件の設置に
関する行為の制限に関
する事項　⑵屋外広告
物の表示及び屋外広告
物を掲出する物件の設
置に関する行為の制限

景観重要公共
施設の設定

・景観重要公共施設として、公共施設の管理者の同意を得て、
良好な景観形成に重要な公共施設を位置付けることにより、
景観計画に即した整備を行うことになる。

・対象となる公共施設は、道路、河川、都市公園、自然公園法
による公園事業に係る施設等である。

第６章　景観重要公共
施設の整備に関する事
項　⑴観重要公共施設
の整備に関する基本的
事項

景観協議会 ・良好な景観の形成を図るための協議を行うための組織であり、
必要に応じて関係行政機関、公益事業者、住民などを加える
ことができる。

第７章　計画の実現に
向けて　⑵景観整備協
議会の設置

景観整備機構
の指定

・景観行政団体は、良好な景観の形成のための業務を適切に行
う公益法人やＮＰＯ法人を景観整備機構として指定すること
ができる。景観整備機構の主な業務は次のとおり。

　・管理協定に基づき景観重要建造物または景観重要樹木の管
理を行うこと。

　・景観重要建造物と一体となって良好な景観を形成する広場
その他公共施設に関する事業、若しくは景観計画に定めら
れた景観重要公共施設に関する事業を行うこと又はこれら
の事業に参加すること。事業に有効に利用できる土地の取
得、管理及び譲渡を行うこと。

　・良好な景観の形成に関する調査研究、事業に関する有識者
の派遣、情報の提供、相談などを行うこと

第７章　計画の実現に
向けて　⑶景観整備機
構等の設立に向けた支
援
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資料２　大野まちづくり年表

昭和60年１月　　御清水が環境庁の「名水百選」に選ばれる
昭和60年３月　　大野市ＨＯＰＥ計画の策定（大野らしい住宅、水を生かした個性あふれる住環境の創出
　　　　　　　　が提案される。）
昭和62年12月　　環境庁の「星空の街」に選ばれる
昭和63年４月　　御清水の改修完了（御清水は、良質な地下水が湧出しており、地域の人々に洗い場など
　　　　　　　　として親しまれてきた。老朽化した鉄骨造の上屋を景観に配慮した木造へとＨＯＰＥ計
　　　　　　　　画の提案により改修）
平成３年４月　　石灯籠会館の完成
平成４年５月　　七間通りの石畳舗装完成（事業制度：歴史の路整備事業）
平成４年９月　　石灯籠地蔵尊の復元
平成５年３月　　和泉村景観づくり基本計画の策定
平成５年４月　　御清水会館の完成
平成５年６月　　寺町通りの石畳舗装完成（事業制度：歴史の路整備事業）
平成５年７月　　武家屋敷「旧内山家」が開館
平成６年４月　　石灯籠通りの石畳舗装完成。元町会館が完成し、歴史の路整備事業が完了
　　　　　　　　義景庵の完成
平成８年３月　　国土庁「水の郷百選」に選ばれる
平成８年５月　　平家平ブナ林196haを取得
平成８年６月　　越前こぶし組による人力車が運行開始
平成９年２月　　有終公園の完成
平成９年３月　　大野市景観づくり基本計画の策定
平成９年８月　　大野市都市マスタープランの策定
平成９年８月　　大野市景観表彰実施要綱の制定
平成９年９月　　大野城下町が都市景観大賞「都市景観百選」に選定される
平成９年12月　　第一回大野市景観賞・シンポジウムの開催
平成10年７月　　七間通りの元町会館が「手づくり郷土賞」に認定
平成11年３月　　日本ナショナルトラストによる城下町調査の報告
平成11年４月　　大野市都市景観条例の施行（10月から大規模行為景観形成基準の施行）
平成11年６月　　株式会社平成大野屋の創立
平成11年10月　　ＨＯＰＥ計画全国シンポジウム99の開催
平成11年11月　　第二回大野市景観賞・シンポジウムの開催
平成12年４月　　まちなか観光拠点施設「平成大野屋・平蔵」オープン
平成12年６月　　亀山周辺整備基本構想の策定
平成12年７月　　大野市都市景観形成市民団体活動助成金交付要綱の制定
平成13年３月　　大野市住宅マスタープランの策定
平成13年７月　　本願清水イトヨの里オープン
平成13年11月　　市営住宅「大野市東二番町屋住宅」が完成（事業制度：特定優良賃貸住宅供給促進事業。
　　　　　　　　市街地の空き地に差し歯（インフィル）のように景観を配慮して埋め込まれた共同住宅
　　　　　　　　であり、インフィル型住宅ともよばれる。）
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平成13年11月　　アメニティあふれるまちづくり表彰（環境省）を受賞
平成14年１月　　平成大野屋事業などが地域づくり総務大臣表彰（活力あるまちづくり産業経済部門）を
　　　　　　　　受賞
平成14年２月　　第三回大野市景観賞・シンポジウムの開催
平成14年２月　　市営住宅「大野市西二番町屋住宅」が完成（事業制度：特定優良賃貸住宅供給促進事業）
平成14年３月　　亀山周辺整備基本計画の策定
平成14年３月　　三番ポケットパーク完成
平成14年４月　　中野清水公園の完成（昔の清水を取り戻そうと平成８年に地区の有志によって清掃作業
　　　　　　　　が行われ、その後、市の協力できれいな水が湧き出る清水が復活した）
平成14年６月　　花の畦道の整備開始（シバザクラによる「花のジュ—タン」が約20haの水田地帯に広が
　　　　　　　　っている。平成15年度の市の景観賞を受賞）
平成14年７月　　大野建築研究会の発足（以降、フォレストタウンモデル住宅設計やまちづくり協定案の
　　　　　　　　作成、協定にあわせた住宅改修のアドバイスなどを展開）
平成15年３月　　大野市住宅等景観形成マニュアルの作成
平成15年４月　　ＪＲ越前大野駅前にやすらぎ空間の完成
平成15年７月　　街なみ環境整備事業整備方針の策定
平成15年９月　　フォレストタウン大野の分譲開始
平成15年10月　　フォレストタウン大野がＨＯＰＥ計画大賞を受賞
平成15年12月　　フォレストタウン大野地区計画の決定（平成16年３月に区域内における建築物の制限に
　　　　　　　　関する条例の制定。６月に生垣設置事業補助金助成要綱の制定）
平成16年２月　　第四回大野市景観賞・シンポジウムの開催
平成16年３月　　将来に残したい大野らしい景観「景観特選おおの」の認定
平成16年12月　　大野市公共サイン整備計画の策定
平成16年12月　　街なみ環境整備事業計画の策定
平成17年１月　　七間通り・五番通り景観形成地区の指定
平成17年１月　　第五回大野市景観賞・シンポジウムの開催
平成17年２月　　大野市都市景観形成建築物等整備事業補助金交付要綱の制定
平成17年３月　　まちづくり協定の承認（五番通り地区・七間通り地区ほか２地区、５月、三の丸通り地
　　　　　　　　区）
平成17年４月　　平成大野屋「二階蔵」の開館
平成17年11月　　旧和泉村を編入合併
平成18年１月　　大野市が景観行政団体に位置づけられる
平成18年５月　　真名川水辺楽校、湧水池整備の完成
平成18年８月　　有終西小学校・生涯学習センター・大野公民館の複合施設である学びの里「めいりん」
　　　　　　　　が完成
平成19年５月　　大野市景観計画の策定
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資料３　大野市景観計画の策定経緯
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資料４　大野市景観計画策定ワーキンググループ委員名簿
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資料５　大野市景観計画策定ワーキンググループ設置要綱 
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資料６　魅力ある景観づくりのためのアンケート調査結果
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